
'

女
明
開
化
の
町

明
治
籾
年
に
、
岡
山
市
は
池
田
藩
の
城
下
町
と
し

て
は
中
、
四
国
随
一
の
文
化
都
市
だ
っ
た
。
当
時
の
記

録
に
ょ
れ
ぱ
神
戸
は
漁
村
で
あ
り
、
広
島
は
名
も
な

き
田
舎
町
だ
っ
九
。
山
陽
鉄
道
株
式
会
社
が
明
治
二

十
四
年
三
月
に
岡
山
ま
で
開
通
し
終
着
駅
岡
山
の
繁

栄
が
う
か
が
え
る
。
こ
ん
な
文
化
都
市
を
同
志
社
や

ア
メ
リ
カ
ン
.
ボ
ー
ド
が
見
遁
す
訳
が
な
い
。
一
扇
の

要
の
こ
と
き
岡
山
市
を
教
化
す
ろ
こ
と
は
中
、
四
国

を
キ
リ
ス
ト
教
化
す
ろ
こ
と
だ
と
規
は
れ
て
明
治
八

年
か
ら
そ
の
関
係
が
生
れ
た
。

そ
の
年
の
四
月
、
新
島
先
生
を
助
け
て
教
師
と
な

つ
た
テ
ィ
ラ
ー
博
士
が
、
当
時
、
神
戸
の
居
留
地
に

い
た
の
で
、
岡
山
の
中
川
横
太
郎
氏
が
招
い
て
基
督

教
講
演
会
を
開
催
し
た
の
が
最
初
で
、
十
年
三
月
に

は
こ
の
宜
教
師
は
同
志
社
神
学
生
金
森
通
倫
を
伴
っ

て
来
岡
し
、
県
下
に
基
督
教
の
伝
道
を
開
始
し
、
引

続
き
二
階
堂
円
造
、
小
崎
弘
道
も
新
島
先
生
と
と
も

に
来
て
伝
道
に
つ
と
め
九
。
世
を
あ
げ
て
の
欧
化
時

代
で
あ
る
う
え
に
、
当
時
の
県
令
高
崎
五
六
が
進
歩

的
な
県
政
を
施
し
た
の
で
基
督
教
の
伝
道
の
門
戸
が

開
か
れ
、
伺
志
社
よ
り
派
遡
き
れ
た
森
田
久
万
人
、

吉
田
作
弥
ら
が
宣
教
の
業
に
い
そ
し
ん
だ
。
京
都
か

更
井
良
夫

J

同
志
社
歴
史
散
歩
岡
山

メ
、、

弓
之
町
の
教
会
堂

'
寛

、

ら
岡
山
ま
で
鉄
道
も
バ
ス
も
な
い
の
に
陸
路
ま
た
は

海
路
は
る
ぱ
る
岡
山
日
指
し
て
と
苦
労
の
多
い
旅
を

き
れ
た
も
の
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
三
家
族

明
治
十
二
年
(
一
八
七
九
年
)
に
は
後
日
同
志
社

の
教
師
に
な
っ
た
べ
レ
ー
、
ペ
テ
ー
、
ケ
ー
リ
の
三

家
族
が
来
岡
し
た
、
住
居
を
東
山
に
建
て
、
本
県
最

籾
の
洋
式
建
物
と
し
て
新
し
い
時
代
の
生
活
の
見
本

を
示
し
た
。
い
わ
く
、
ベ
ッ
ト
、
ラ
ン
プ
、
洋
服
、

オ
ル
ガ
ン
等
々
。
こ
れ
に
同
志
社
の
学
生
や
卒
業
生

が
協
働
し
ま
し
た
。
当
時
の
面
白
い
工
。
ヒ
ー
ド
の
数

々
が
べ
レ
ー
伝
記
(
「
一
0
弗
曾
 
U
又
一
0
門
旨
 
C
区

〕
遇
曾
)
に
記
述
し
て
あ
り
ま
す
。
岡
山
の
文
化
史

に
も
明
治
籾
期
の
こ
れ
ら
宣
教
師
と
同
志
社
人
の
功

労
は
と
く
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
の
岡
山
大

学
医
学
部
が
当
時
、
県
立
医
学
校
と
し
て
創
設
き
れ

る
際
べ
レ
ー
の
貢
献
は
大
し
た
も
の
で
し
北
。
岡
山

で
六
年
仏
道
し
て
同
志
社
に
移
り
、
同
志
社
医
学
校

を
開
設
し
た
か
っ
北
彼
は
不
幸
に
し
て
志
を
遂
げ
る

こ
と
を
え
ず
僅
に
同
志
社
看
篇
学
校
を
創
立
し
た

り
、
濃
美
大
震
災
に
は
同
志
社
医
療
救
援
隊
を
組
織

し
て
日
本
に
お
け
災
害
救
護
の
先
駆
者
と
し
て
の
模

範
を
示
し
九
。
現
在
の
同
志
社
ア
ー
モ
ス
ト
館
長
オ

、、4

ノ.'イ;

t魂
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ー
チ
ス
.
ケ
ー
リ
の
祖
<
X
オ
ー
テ
ス
.
ケ
ー
リ
は
長

ら
く
伺
志
社
に
お
い
て
教
鞭
を
と
り
、
そ
の
息
子
、

娘
も
日
本
宜
教
の
た
め
に
尽
力
し
た
名
門
で
め
る

゛
)
、

カ
ペ
テ
ー
家
も
ま
九
岡
山
教
会
や
岡
山
孤
児
院
の

大
き
な
柱
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
人
達
で
あ

る
。
こ
の
三
家
族
お
よ
び
初
期
同
志
社
神
学
生
達
の

蒔
い
た
福
音
の
種
子
が
県
下
に
二
十
四
の
組
合
教
会

を
育
て
た
し
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
女
子
教
育
の
た

め
に
梅
花
女
学
校
、
神
戸
女
学
院
と
並
び
称
さ
れ
て

い
た
高
梁
順
正
女
学
校
(
現
県
立
高
梁
高
校
)
山
陽

英
和
女
学
校
(
現
山
陽
学
園
)
微
陽
学
校
ら
を
誕
生

さ
せ
た
。
本
県
が
全
国
で
女
子
教
育
の
盛
ん
な
県
と

な
っ
た
基
礎
に
は
彼
ら
の
功
績
を
見
逃
せ
な
い
。

社
会
事
業
の
分
野
で
も
組
合
教
会
の
中
よ
り
近
世
日

本
社
会
事
業
史
を
飾
っ
た
四
人
が
い
る
。
岡
山
孤
児

院
の
石
井
十
次
は
明
治
三
九
年
彼
の
四
才
の
と
き

ご
一
0
0
人
の
孤
児
を
姦
し
て
い
た
し
、
日
本
救

世
箪
の
創
立
者
山
室
軍
平
が
特
殊
な
社
会
事
業
を
し

た
り
、
家
庭
学
校
設
立
者
留
岡
幸
助
が
慾
事
業
の

開
拓
者
で
あ
っ
た
り
、
本
邦
最
古
の
隣
保
事
芳
開

設
し
た
ア
ダ
ム
ス
(
明
治
二
四
年
)
の
こ
と
き
も
皆

同
^
^
に
^
^
伺
き
^
た
り
、
^
一
^
ル
^
^
き
^
た
り
、

同
志
社
人
の
助
力
を
得
て
事
業
を
や
た
こ
と
は
確
認

さ
れ
て
い
ろ
。

福
音
の
ひ
ろ
が
り

新
島
先
生
の
生
れ
た
安
中
藩
の
藩
祖
は
備
中
松
山

藩
祖
の
弟
に
当
る
の
で
高
梁
町
(
松
山
藩
)
に
は
親

近
感
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
山
奥
の
不
便
な
町
に
わ

ざ
わ
ぎ
何
度
も
伝
道
し
、
そ
の
状
況
を
八
重
子
夫
人

に
'
き
送
っ
て
い
ろ
こ
と
は
岩
波
文
庫
に
記
録
さ
れ

て
い
る
通
り
で
あ
ろ
。
江
肩
か
ら
二
十
才
の
先
生
(
文

久
二
年
)
が
松
山
藩
の
持
船
快
風
丸
と
い
う
西
堂

汽
帆
船
で
松
山
藩
舎
向
梁
町
)
の
領
地
岡
山
県
玉
島

港
に
航
海
実
習
き
れ
、
や
が
て
そ
の
船
で
函
館
に
赴

き
海
外
に
悦
出
さ
れ
る
縁
と
な
っ
九
。

岡
山
教
会
小
史
に
ょ
ろ
と
『
教
会
設
立
の
日
、
即

ち
明
治
十
三
年
十
月
十
三
日
(
水
)
は
晴
天
で
あ
っ

て
教
会
組
織
に
関
す
る
会
議
の
た
め
昨
十
二
日
よ
り

参
集
し
て
い
た
各
教
会
の
代
員
は
神
戸
教
会
の
松
山

高
台
、
多
聞
教
会
の
二
階
堂
円
造
、
兵
庫
教
会
の
村

上
俊
吉
、
京
都
第
一
、
一
、
=
教
会
の
新
島
嬰
、
大

阪
教
会
の
上
代
知
新
、
浪
花
お
よ
ぴ
天
満
教
会
の
沢

山
保
羅
、
今
治
教
会
の
伊
勢
(
横
井
)
時
雄
、
明
石

教
会
の
降
屋
の
諸
氏
で
、
宣
教
師
と
し
て
来
会
し
九

も
の
は
神
戸
の
ア
ッ
キ
ン
ソ
ン
氏
、
当
地
に
来
任
し

て
冏
も
な
い
タ
ル
カ
ッ
ト
女
史
並
に
べ
リ
ー
、
ケ
ー

り
、
ペ
テ
ー
の
三
博
士
夫
妻
で
あ
っ
た
。
本
教
会
設

立
式
は
午
前
九
時
三
十
分
に
始
め
ら
れ
同
森
校
長

祈
島
襄
博
士
の
司
式
に
ょ
っ
て
洗
礼
式
が
執
行
さ

れ
、
二
十
七
名
の
受
洗
入
会
者
、
六
名
の
他
教
会
よ

り
の
転
会
入
会
者
が
あ
り
、
歓
喜
に
満
ち
た
荘
妥

祈
鱒
が
捧
げ
ら
れ
た
。
つ
い
で
沢
山
保
羅
牧
師
お
よ

び
新
島
博
士
の
司
式
並
に
祈
務
裡
に
金
森
通
倫
氏
の

按
手
礼
が
執
行
さ
れ
た
。
か
く
て
茲
に
岡
山
馨
敦

会
は
会
員
三
十
三
名
を
以
っ
て
誕
生
し
、
明
石
以
西
、

四
国
、
九
州
よ
り
北
は
遠
く
新
潟
に
至
る
迄
今
治
以

外
に
教
会
の
存
在
し
て
い
な
い
当
時
の
広
い
地
域
に

あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
も
た
ら
す
世
の
光
と

し
て
輝
き
出
た
の
で
あ
ろ
。
こ
れ
こ
そ
宣
教
師
諸
氏

の
宣
教
の
力
と
新
島
嬰
博
士
の
設
立
に
か
か
ろ
基
督

教
主
義
の
教
育
の
同
志
社
を
出
た
宵
年
伝
道
者
と
の

二
っ
の
力
の
共
同
作
業
の
果
実
で
あ
る
と
言
う
こ
と

が
出
来
、
ま
こ
と
に
永
遠
に
働
き
給
う
活
け
る
キ
リ

ス
ト
で
あ
る
聖
霊
の
み
業
の
成
し
給
う
た
結
果
で
あ

ろ
と
あ
る
。

そ
れ
か
ら
伺
志
社
人
は
天
城
教
会
(
明
治
十
三
年
)

高
梁
(
十
五
年
)
笠
岡
(
十
七
年
)
落
△
尺
十
九
年
)

津
山
全
十
三
年
)
旭
東
全
一
十
六
年
)
久
世
 
9
-

十
八
年
)
塵
会
一
十
九
年
)
倉
敷
今
一
十
九
年
)

玉
島
(
四
十
一
年
)
勝
山
(
大
正
七
年
)
井
原
(
九

年
)
と
教
会
を
設
立
し
、
戦
前
に
は
二
十
四
の
組
合

53



教
会
が
県
下
に
あ
り
、
こ
の
教
会
を
通
し
て
多
数
の

仁
徒
の
子
女
が
母
校
同
志
社
に
入
学
し
て
い
九
。
筆

者
の
と
と
き
も
同
志
社
入
学
を
す
す
め
ら
れ
九
と
き

は
教
授
も
学
生
も
禁
酒
禁
煙
で
チ
ャ
ヘ
ル
か
ら
は
一

日
中
讃
美
歌
が
聞
こ
え
ろ
し
、
大
多
数
が
ク
リ
ス
チ

ヤ
ン
だ
と
紹
介
き
れ
北
も
の
だ
が
入
学
し
て
見
て
唖

然
と
し
九
こ
と
で
し
た
。

明
治
四
年
岡
山
県
権
令
(
知
事
)
新
庄
偏
は
西

毅
一
を
起
用
し
て
学
務
を
担
任
さ
せ
九
。
毅
一
は
本

領
の
儒
学
を
廃
棄
す
る
と
声
明
し
、
専
ら
当
時
の
欧

米
の
新
知
識
に
傾
倒
し
北
。
そ
の
た
め
に
ほ
か
に
先

ん
じ
て
多
数
の
宣
教
師
が
歓
迎
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教

会
が
各
地
に
創
立
さ
れ
、
県
民
の
進
取
的
、
建
設
的
、

文
化
的
な
性
格
が
向
上
さ
れ
、
教
育
県
と
称
さ
れ
九

り
、
多
数
の
社
会
運
動
家
を
続
出
さ
せ
六
り
、
文
化

都
市
岡
山
や
倉
敷
を
形
成
し
た
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の

木
県
に
与
え
北
翫
」
は
大
き
い
し
同
志
社
か
そ
の
媒

^
ハ
に
な
っ
た
こ
と
は
^
^
一
じ
あ
る
。
^
剛
一
^
^
同
^
^

人
以
外
に
も
安
部
磯
鮒
、
・
系
磯
、
科
喜
、

長
坂
雛
次
郎
、
河
本
乙
五
郎
、
坂
本
義
夫
、
坂
商

ら
の
先
輩
の
名
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

く
同
志
社
人
で
、
は
じ
め
岡
山
教
会
牧
師
と
し
て
来

任
し
(
明
治
二
十
年
1
 
十
年
)
、
そ
の
間
四
年
米

国
K
詔
学
し
て
い
九
が
、
彼
の
発
影
響
は
△
,
日
の

人
物
で
は
想
像
も
出
来
ぬ
ほ
ど
県
下
あ
ま
ね
く
広
く

行
き
渡
っ
て
い
る
し
、
山
時
の
県
下
の
有
力
な
指
導

者
達
が
隻
団
的
に
受
洗
し
改
佶
し
て
い
る
し
、
仁
仰

の
実
践
を
強
く
指
遵
し
て
い
た
こ
と
は
続
々
と
彼
の

あ
と
に
続
く
も
の
を
起
こ
し
た
事
実
で
明
白
で
あ

る
。
石
井
十
次
に
強
い
心
仰
を
与
え
孤
児
の
父
と
し

て
あ
ら
ゆ
る
苦
難
に
耐
え
得
さ
し
九
秘
密
を
安
部
氏

は
勺
え
て
い
る
。
彼
は
岡
山
を
去
り
同
志
社
の
教
坤

に
立
ち
、
や
が
て
早
稲
田
大
学
に
招
璃
さ
れ
九
。
河

本
乙
五
郎
も
初
期
同
志
社
が
育
て
北
偉
才
の
一
人

で
、
当
地
の
素
封
家
に
生
れ
て
ょ
く
岡
山
孤
児
院
、

岡
山
博
愛
会
を
助
け
、
民
問
社
会
事
業
家
と
し
て
明

治
、
大
正
年
間
本
県
随
の
韻
さ
れ
右
徒
で
あ

り
、
校
友
で
あ
っ
た
。
と
く
に
邦
落
解
放
運
動
に
は

・
笂
挺
身
し
、
太
解
稔
落
よ
り
人
の
牧
師
、
一

人
の
社
会
運
動
象
を
育
て
て
い
る
最
近
東
京
、
大

阪
教
区
辺
り
で
こ
の
問
題
で
騒
い
で
い
る
が
岡
山
は

六
十
年
前
す
で
に
解
決
済
み
で
あ
る
こ
と
も
こ
の
地

の
岡
志
社
人
絵
り
で
あ
る
。
巾
国
民
報
(
現
山
陽

新
聞
)
社
.
し
で
あ
り
、
衆
議
院
議
貝
だ
っ
え
坂
本
或

ぐ
と
そ
の
門
犬
人
瑞
の
姉
風
"
判
]
朴
刀
W
 
川
ノ

後
継
者
た
ち

,
菟
磯
雄
の
乞
は
近
榊
Π
本
礼
会
研
史
上
に
脚

参
政
権
籌
運
動
に
お
け
る
活
動
は
本
県
下
だ
け
で

な
く
、
広
く
全
国
に
対
し
て
も
功
労
が
あ
う
九
。
ま

九
同
志
社
カ
プ
ル
の
最
良
の
模
範
と
し
て
県
民
か
ら

敬
慕
さ
れ
て
い
た
。

過
去
を
語
コ
L
、
今
日
を
誇
れ
な
い
の
が
幾
で

あ
る
が
、
時
代
が
変
う
九
の
で
最
昂
、
安
部
磯
雄
や

山
室
軍
平
、
留
岡
幸
助
は
出
な
い
。
母
校
同
志
社
も

京
阪
神
の
十
弟
が
大
部
分
だ
し
、
岡
山
辺
り
の
は
な

か
な
か
入
学
き
せ
て
く
れ
な
い
。
よ
し
入
学
出
来
て

も
董
後
岡
山
に
帰
っ
て
岡
山
の
良
心
に
な
ろ
う
と

決
心
す
る
若
い
者
は
い
た
っ
て
少
な
く
、
卒
業
後
大

阪
や
東
京
の
檜
舞
台
に
飛
出
し
て
就
職
す
る
。
そ
し

て
婦
岡
し
な
い
。
こ
れ
で
も
よ
い
の
だ
ろ
う
か
、
同

志
社
は
ど
ん
な
教
育
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
年
々

歳
々
学
生
数
は
増
加
し
、
建
物
は
壮
麗
に
な
っ
て
行

く
が
、
な
お
、
一
つ
を
欠
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
憂
へ
ろ
の
は
私
一
人
だ
け
だ
ろ
う
か
。

(
昭
八
・
大
神
卒
・
岡
山
博
愛
教
会
会
長
長
)
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